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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当連結会計年度における我が国の経済は、政府による金融政策、財政政策を背景に緩やかな回復基調が見られ

たものの、新興国経済の下振れ懸念などもあり、景気の先行については不透明な状況が続いております。

外食産業におきましては、原材料価格の高止まりや、雇用環境の変化に伴う人材コストの増加も加わり、依然

として厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは「健康的で美味しい食事」を「より価値ある価格で提供する」ことを

基本として３月より新商品を投入したメニュー施策や、快適な食事空間提供のためにサービス力の強化に努めて

参りました。

売上高については昨年12月にオープンした「まるまつ三沢店」が寄与したものの、メニュー変更およびアルコ

ール類の販売キャンペーンの見直しに伴い客数が減少したことにより売上高も減少いたしました。その一方で、

原材料価格や人件費の上昇も継続しており、これらにより費用が増加しました。また、一部店舗に係る減損損失

21百万円を特別損失に計上致しました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては売上高20億39百万円（前年同期比2.5％減）、営業

利益91百万円（同27.2％減）、経常利益91百万円（同27.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は48百万円

（同28.3％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は62億93百万円となり、前連結会計年度末と比較して68百万円減

少いたしました。

流動資産の合計は、前連結会計年度末と比較して７百万円減少して９億97百万円となりました。これは主に現

金及び預金の減少68百万円と、商品及び製品の増加45百万円によるものです。

　固定資産の合計は、前連結会計年度末と比較して60百万円減少して52億96百万円となりました。これは主に有

形固定資産の減価償却費66百万円によるものです。

負債総額は、前連結会計年度末と比較して56百万円減少し31億41百万円となりました。これは主に未払法人税

等の減少１億円によるものです。

純資産は、前連結会計年度末と比較して11百万円減少し31億52百万円となりました。

この結果、自己資本比率は50.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年２月期第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成28年４月５日に公表いたし

ました連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

付属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 634,751 565,961

売掛金 20,020 21,506

商品及び製品 151,595 197,424

原材料及び貯蔵品 22,631 23,068

繰延税金資産 19,626 20,618

その他 156,806 168,945

流動資産合計 1,005,432 997,525

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,105,618 2,045,613

機械装置及び運搬具（純額） 70,926 74,357

工具、器具及び備品（純額） 116,636 108,109

土地 1,933,738 1,933,738

建設仮勘定 - 15,120

有形固定資産合計 4,226,919 4,176,938

無形固定資産 83,547 80,860

投資その他の資産

投資有価証券 1,083 1,083

長期貸付金 336,293 322,153

敷金及び保証金 615,622 623,071

繰延税金資産 56,159 56,266

その他 119,615 116,803

貸倒引当金 △82,417 △80,768

投資その他の資産合計 1,046,356 1,038,608

固定資産合計 5,356,823 5,296,408

資産合計 6,362,255 6,293,934

負債の部

流動負債

買掛金 184,179 212,871

1年内返済予定の長期借入金 894,029 876,796

未払法人税等 142,573 41,914

賞与引当金 20,297 -

ポイント引当金 2,931 3,035

その他 414,768 493,559

流動負債合計 1,658,778 1,628,176

固定負債

長期借入金 1,391,624 1,365,224

長期未払金 10,400 10,400

資産除去債務 97,240 97,701

その他 40,522 40,302

固定負債合計 1,539,787 1,513,628

負債合計 3,198,566 3,141,804

純資産の部

株主資本

資本金 1,238,984 1,238,984

資本剰余金 973,559 973,559
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利益剰余金 978,041 966,388

自己株式 △29,614 △29,614

株主資本合計 3,160,971 3,149,317

非支配株主持分 2,717 2,812

純資産合計 3,163,689 3,152,129

負債純資産合計 6,362,255 6,293,934
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

売上高 2,091,845 2,039,202

売上原価 663,864 648,200

売上総利益 1,427,981 1,391,001

販売費及び一般管理費 1,302,240 1,299,476

営業利益 125,740 91,525

営業外収益

受取利息 2,875 2,456

協賛金収入 4,314 2,862

受取賃貸料 18,885 23,423

その他 3,917 2,340

営業外収益合計 29,992 31,083

営業外費用

支払利息 6,674 4,649

賃貸費用 22,018 25,607

その他 1,351 862

営業外費用合計 30,045 31,119

経常利益 125,688 91,489

特別利益

受取補償金 2,131 -

特別利益合計 2,131 -

特別損失

減損損失 - 21,847

固定資産除却損 - 102

特別損失合計 - 21,949

税金等調整前四半期純利益 127,820 69,539

法人税、住民税及び事業税 53,912 22,151

法人税等調整額 6,217 △1,126

法人税等合計 60,130 21,025

四半期純利益 67,689 48,514

非支配株主に帰属する四半期純利益 143 94

親会社株主に帰属する四半期純利益 67,546 48,420
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

四半期純利益 67,689 48,514

四半期包括利益 67,689 48,514

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 67,546 48,420

非支配株主に係る四半期包括利益 143 94
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社グループの報告セグメントはレストラン事業のみであり、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、記

載を省略しております。
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